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 年末は毎年、毎年くりかえすけれど、大切なこと…           校長  内藤千春 

  冬休みは、どこのご家庭でも、だいたい同じようなことをし

て過ごすのではないでしょうか。風物詩という伝統文化を繰

り返しています。どうしてだろう…。 

 それは、新しい１年をよりよく迎えるために心を清め、過ぎ

去る１年の感謝とこれからの１年が気持ちよくスタートできる

ように“心を整える魔法”です。 

魔法①大掃除＝「神様をよびこむためのピカピカ作戦」 

    お正月には「年神様（としがみさま）」という新しい年が元気

をよく送れるようにエネルギーくれる神様が家にやってきます。ゆ

えに、１年間頑張れたことを感謝しつつ、家中をピカピカにすることが「入ってきてね」という合図が大掃除です。 

 魔法②除夜の鐘（じょやのかね）＝「心のモヤモヤを吹き飛ばす音作戦」１０８回響く音は、みんなの心の中にある

「友達に優しくできなかったな」「宿題サボちゃったな」というモヤモヤをけしてくれる魔法の音。 

 魔法③お雑煮（おぞうに）＝「神様からのパワーをおすそ分け」お供えしたお餅には神様が宿ると信じられていま

した。そこで、野菜と一緒にお供えしたお餅を野菜と一緒に煮込んで食べることで、「１年頑張れ～というエネルギ

ー（元気）をもらうのです。 

 魔法④お年玉（おとしだま）＝「神様からパワーを分けてもらう作戦」もともとは、お金ではなく、神様がやどった

お餅（御年塊：おとしだま）を配っていました。今は、形が変わって「新しい１年を頑張ってね」と大人からの応援の

気持ちとなっています。 

魔法⑤七草がゆ＝「年神様に見送って、おなかを休めて元気をチャージ作戦」お節料理をはじめご馳走を食べ

てお疲れ気味のお腹を一休み。春の七草がゆでリフレッシュ。不足しがちな栄養をとり風邪（かぜ）の予防する魔法。 

魔法⑥鏡開き（かがみびらき）＝「神様のパワーを全部いただきます作戦」 

鏡餅は年神様が座っていた特別なもの。だから、パワーがたっぷり残ってい 

ます。ゆえに、包丁でなくて手や木槌“開く（割る）”のがルール。様々ですが、 

 

“毎年、毎年繰り返すのは“心をリセットして、よりよく（生活）するため” 

２学期のおすすめ○す○い○かと同じ効果です。最後まで○す○い○かで…。 

○す すんでいい行動、○い っぱいできると、○か がやく自分に成長できる。 

鳥屋学園だより 
〈鳥屋学園の教育目標〉    【自律・見識・貢献】 

確かな知恵と知的探究心を基盤として、自ら学び主体的に考える力と     

たくましく生きる力を身につけた子どもを育成する。                         6.3                                 
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